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L

新
税
法
實
施
に
よ
つ
て

　

村
民
の
税
金
は

　
　
　
　

ど
う
な
る
か

租
税
負
相
の
合
郎
化
．
塊
方
自
治
團
体

の

則
政
強
化
等
を
目
杷
と
し
て
新
し
く

地

り
枕
法
が
公
布
さ
れ
て
昭
和
二
十
五

年
度
か
ら
實
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
．
之
の
折
し
い
耽
法
の
實
施
に

よ
つ
て
月
民
の
税
は
ど
う
な
る
で
せ
う

か
。
木
ー
ハ
川
¢
、
．
L
“
l
式
M
。
戊
1
r
る

k
の
規
則
を
定
め
た
付
視
川
ぷ
徴
牧
條

例
に

よ
つ
て
’

を
眺
め
て
み
ま
す
と

1
’
村
民
悦

　

今
迄
の
楳
に
茂
産
割
、
見
立
割
等
に

　

よ
る
p
は
一
切
認
め
ら
れ
ず
、
均
等

　

割

と
所
得
却
に
よ
つ
て
口
出
す
る
N

　

と
に
な
う
ま
し
た
先
つ

い

所

祁
鯛
に
つ
い
て
み
ま
す
と
6
8
年
度

　

所
得

を
有
し
た
個
人
は
ザ
ベ
て
ぷ
税

　

さ
れ
ま
す
税
牢
は
本
侮
且
の
分
に
つ

　

い

て
は
川
触
度
の
所
行
税
額
に
百
分

　

の

一
八

を
乖
じ
た
額
に
な
b
設
す

溢
次
に

力
等
割
は

ど
－
な
つ
て
い
る
で

　

せ
う
か

　
卵

則
と
し
て
川
内
に
川
灯
す
苧
川
二

　

C
才

以
ヒ
男
ク
を
問
パ
ー
す
べ
て
の

　
個

入

P
！
　
、
∴
　
、
又
の
い
‘
い
聯

　
業

所
を
ー
ー
（
．
て
ろ
：
い
人
て
丸
の
利
に

　

仕
“
陥
川
を
一
有
゜
レ
な
い
法
人
に
も
課
親
さ

　
れ

ま
す
が
　
此
の
ぴ
牢
は
佃
人
の
場

　
合
は

同
｝
批
帯
で
は
巾
告
者
が
四
〇

　

〇
円
’
そ
の
川
は
一
人
に
つ
き
三
Q

　

O
円
．
法
∧
t
／
r
＝
一
〇
〇
山
と
な
つ

　
て
ゐ
ま
す

そ
れ
で
結
局
村
民
視
の
税
額
は
木
年
度

は

前
年
旺
所
行
翫
額
の
百
分
の
十
八
に

常
る
瓶
と
巾
店
者
一
人
四
」
○
田
に
そ

の

他

の
成
午

者
一
人
常
三
〇
〇
円
を
加

へ
た
葡
P
．
合
計
し
に
m
に
な
り
弐
ぷ

ぶ

村
民
挽
の
砧
税
者

イ
所
　
得
　
割

　
前
年
咋
所
糾
税
を
m
，
め
駕
が
つ
た
人

　
不

目
ハ
講
、
主
戊
年
げ
－
、
．
ぴ
川
す
活
保

　
護
者

ロ

均

　
等
割

　
不

貝
者
及
未
成
年
者
、
生
活
保
誰
者

　
’
以
婦
、
同
居
の
妻
（
夫
が
納
税
義
務

　
者
で
あ
る
場
合
）

川
し
　
右
の
栂
合
未
成
年
者
叉
は
寡
婦

て

沸

十
八
才

以
上

の
子

供
が
あ
“
前
年

＋

ガ
国
以
上
の
所
得
が
あ
つ
た
場
合
は

．

困

方

と
も
課
祝
さ
れ
ま
す

二
、
m
定
資
産
枕

　
礎

径

、
地
砒
家
‥
パ
視
が
一
つ
に
な
つ

1
、
延
　
滞
　
金

　
從
來

の

日
ル
ニ
n
館
が
四
銭
と
な
り

　
’
納
期
の
す
き
た
翌
日
か
ら
加
算
さ

　

れ
ま
す
。

　
差
押
‥
へ
さ
れ
て
」
も
耐
且
際
に
納
∵
め
た
日

　
ま
で
の
臼
飲
に
よ
り
計
算
さ
れ
ま
す

二
、
延
滞
加
算
金
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
督
促
状
に
指
定
し
た
期
日
が
す
ぎ
る

　

と
n
そ
の
翌
日
か
ら
納
付
の
月
ま
て

　
延
滞
金

と
は
別
に
r
’
歩
四
銭
の
割
合

の

本
・
與
ζ
れ
た
宿
命
的
昌
三
⊥

　
　
に
な
6
ま
す

4
務
的
な
手
落
て
渦
納
に
な
つ
て
ゐ
て

之

を
h
返
し
す
る
塘
合
は

還
付

加
1
7
金
と
し
て
納
付
の
日
か
ら
返

耳
2
で
日
歩
四
讐
型
を
つ
り
て

カ
へ
－
ま
す

申
告
制
　
度

　
村
枕
に

つ

い

て
は
奄
部
申
告
、
届
8
1
「

　
の

義
務
が
あ
．
a
　
t
之
を
怠
る
と
三
ガ

　
以

下

の

過

料
に

虚
せ
ら
れ
ま
す

鷲

園

醒
隈
人
名

“

耗
H
農
．
あ
饗
［
よ
・
芒
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
畑
は
賃
貨
借
格
の
一
〇
八
〇
倍

　

※

國
民
健
康
保
瞼
事
業
一
時
休
止

本
村
の
脳
民
健
康
保

瞼
黍
は
昭
和
三
翼
と
詣
を
共
に
し
．
、
百
も
早
一
貝
・
璽
・
縣
裏
暴
の
竃
に
使

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

た

も
の
で
本
年
度
の
税
率
は
台
帳
に
一
療
勤
策
と
し
て
そ
の
成
細
は
郡
内
は
勿

公
職
避
禦
法
の
規
定
に

よ
0
ま
し
て
昭

和
二
十

五
年
十
二
月
二
十
日
以
後
一
年

間
に
行
な
わ
れ
ま
す
各
種
選
別
に
使
用

す
る
選
禦
人
名
箔
（
某
本
選
暴
人
名
簿

と
云
ぶ
）
を
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製

す
る
N
と
に
な
り
ま
し
た
。

此
の

名

簿

に
登
錨
さ
れ
な
い
限
う
私
遼

　
は

與
へ
ら
8
1
だ
選
別
椛
を
行
使
す
る
乙

と
は
出
來
な
い
の
で
あ
6
ま
し
て
．
結

局
私
達
り
政
治
に
判
す
る
希
阜
や
肱
志

を
反
映
す
る
こ
と
か
出
來
な
く
な
る
討

で

す
。
7
8
に
今
同
調
製
す
る
名
簿
は
私

達
に

最

も
關
係
の
深
い
村
艮
，
利
介
謎

＋

九
年
一
月
保
瞼
組
合
と
し
て
出
獲
一
く
W
業
復
活
再
建
に
協
力
し
隣
保
共
助

二
十
三
年

十
1
月
村
螢
移
管
と
な
b
終
「
國
民
健
康
保
限
本
然
の
成
果
を
禦
げ
ら
一
用
す
る
も
の
で
あ
0
ま
す
の
で
、
有
費
．

戦
の
後
を
亭
け
て
苦
難
の
裡
に
も
村
惜
一
れ
る
よ
う
切
望
5
る
次
第
で
あ
a
ま
す
　
格
者
は
一
人
残
ら
ず
荘
鍛
下
さ
る
様
御

二
剛
縣
下
に
お
い
て
も
良
好
ら
方
て
あ
つ

一た
が
叶
年
下
牛
期
か
ら
’
デ
ラ
フ
ヱ
イ

願
致
し
ま
す
。
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登

　
今
回
登
鋒
さ
れ
る
資
格
の
あ
る
者

一

、
年
令
　
昭
和
五
年
十
二
月
二
十
1

　
　
　
　
　

日
以
前
に
生
れ
R
者
…
…
・

　
　
　
　
　
渦

二
十
歳

以
上
・
…
…

二
、
作
所
期
閲

　
昭

和

二
十
五
牛
‥
ハ
圓
一
十
山
ハ
日
以
口
酊
∵
か

　
ら
3
1
抱
い
て
田
代
村
に
居
住
し
て
ゐ

　
る
者
：
・
∴
ニ
ケ
月
以
上
・
…
…

次
に

今

回

澗
製

し
ま
す
名
洞
の
調
製
期

日
笛
は
次
の
通
り
で
す

い

調

製
の

現
在
期
日
　
九
月
十
五
日

　
全

　
　
終
了
期
日
　
十
月
三
十
一
日

　
縦
已
期

間
　
　
＋
l
月
五
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
月
十
九
日
迄

異
議

巾
立
期
間
　
　
縦
ぽ
期
間
内

　
　
　
　
　
　
L
・
1
・
・
世
U
P
系

　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
“
よ
　
チ
　
　
イ

一

そ
の
他
七
地
家
屋
は
九
〇
〇
倍
の
百
分
一
等
敬
次
に
1
1
る
台
風
被
害
と
木
炭
木
材

の

1’
三
、
白
脾
卓
税
　
　
．

　
一
台
に
つ
き
年
額
二
〇
〇
円
、
但
し

　
通

卑
専
用
車
は
百
円

四
’
荷
車
税

　
従
來
荷
台
而
積
、
に
よ
つ
て
分
煩
課
枕

六

を
来
じ
た
額
に
な
う
扮
す

　

さ
れ
て
ゐ
費
し
た
が
、
今
後
ぱ
輪
借

　

幅
に
よ
り
分
類
し
て
三
寸
以
上
の
荷

　

積
牛
馬
屯
嬉
八
o
o
円
，

　
三

寸
以
下
の
荷
積
大
車
年
四
o
O
円

　
手

巾
　
リ
ヤ
ヵ
ー
　
年
二
C
O
円

π
、
電
氣
万
ス
枕

　
下
川
氣
料
θ
の
白
分
の
十

六
、
ー
わ
引
取
L

当
繍
謡
巽
誌
鴇
狸

　

債
格
の
百
分
の
五

し
．
凪
、
告
　
税

　
各
1
6
の
肌
、
告
L
封
し
て
課
税
さ
れ
ま

　
す
本
H
で
は
ポ
ス
タ
ー
等
に
也
用
し

　
一
枚
に
つ
き
ト
川
で
あ
b
4
す

八
、
接
害
人
税

　
i
、
｝
古
、
ダ
ン
サ
ー
7
℃
の
他
こ
れ
K
妬
ぷ

　
す
る
者
に
課
穐
さ
れ
　
人
戸
一
∩
○

　
円九
，
た
　
耗

　
牛
神
佼
山
ハ
十
日
以
t
．
の
〉
犬
に
つ
S
d
多
－
の

　
飼
育
者
に
到
し
一
5
1
式
つ
き
句
二
〇

　

〇
旧

寸
．
k
、
コ
時
、
怖
津
翫
、
n
的
準
竿
は

丁
協
力
を
願
つ
E
も
拘
ら
ず
未
納
亘

◎

議

會

　
報
告

一
等
営
村
唯
一
の
林
陸
物
債
の
致
命
的
な
一

L
暴

落
の
爲
か
　
保
瞼
料
の
み
な
1
5
ず
I
I
及
び

部

負
担
金
の
滞
鞘
者
が
績
川
し
M
在
員
こ

倉
、
妬
人
合
口
そ
の
他
各
方
面
の
絶
大
な

　

月
◇
似
増
の
一
途
を
辿
る
の
み
で
運
螢

　
は

日
を
途
ふ
て
困
掘
留
を
加
え
て
來
ま

し
4
U

　

本

事
業
の
性
牧
が
救
濟
事
業
で
あ
る

　
N
め
㊤
融
、
過
迫
の
際
“
之
そ
緊
要
で
あ

・
a
’
　
g
g
療
g
s
”
負
担
に
櫛
ま
さ
れ
る
こ
と
　

を
優
慮
し
て
百
力
組
1
1
都
借
に
努
力
し
一

て
來
ま
し
た
が
未
牧
未
抑
は
急
増
す
る
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ぱ
か

6
で
細
螢
不
能
の
窮
地
に
氾
ひ
込
一

び
繰
梵
詫
当
麟
欝
題

の

際
妻
を
颪
休
、
－
し
て
欝
を
旦

・

行

し
然
る
後
再
出
吸
す
る
N
と
を
目
捻

と
し
て
迩
に
九
月
［
日
か
ら
話
ゲ
の
岡

［

市
業
を
休
1
1
す
る
乙
と
に
な
り
ま
し
た
「

　一

も
と
よ
り
草
岬
の
ρ
め
の
一
帖
休
t
＝
で
一

　
　
　
十

日
の
困
日
些
1
1
元
忙
叩
審
議

　
筑
人
歳
醐

追

加
更
正
予
算
●
十
件
を

可
決
し
た
　
　
　
　
，

條
例
の

概
嬰
は
次
の
通
り

い

田
代
村
公
告
式
條
例
主
と
し
て
條
例

八
塁
例
村
馨
え
，
冷
四
び
士
二
中
竃
・
た
本
斐
は
資
霞
作
一
此
の
袈
犀
ま
で
“
’
い
し
旨
紘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
ξ
い
て
縄
葉
振
と
な
上
川
亙
か
つ
g
J
が
本
苫
な
つ
て
口
激
に
塞

規
川1

等
の

始
期
を

う

た

つ
tと

も

の
で

　
　
乙
れ
等
を
公
布
す
る
場
合
は
村
長
又

　

は

そ
の
代
理
者
が
署
名
－
役
膓
前
に

　

掲
示
丁

る
N
と
、
し
7
5
に
期
日
な
き

　

も
の
は
公
布
し
た
日
（
掲
．
小
の
日
）
か

　

ら
＋
日
を
経
過
し
て
か
ら
滴
用
す
る

　

　
こ
と
、
な
っ
て
い
る
o

ぶ
高
η
」
學
稜
授
業
料
徴
集
條
例

　

本

村
定
貼
制
高
舗
學
校
に
在
學
す
る

　

生

征
に

判
し
ほ
業
料
見
こ
て
月
額
百

　

川
L
本
缶
P
は
七
引
円
）
ひ
徴
集
す
る

　

規
定

で

あ
る

　

翫
栢

蓄
貸
付
條
例

あ
　り

ま

す
う1

ら

味

納
者
｛，t

家
庭

的
そ

くの

他
幾
多
の
ポ
枯
は
あ
る
こ
と
て
せ
う
カ
L

　
一
方
完
宥
者
が
犠
甘
的
努
力
・
γ
排
っ
カ

・

乙
と
に
深
く
川
ひ
を
、
致
し
未
納
激
塙
の

一
殆

事
τ
休
日
に
寸
到
つ
た
締
絆
を
篶
と

勘

察
せ
ら
れ
硯
什
凸
へ
大
攻
時
帥
へ
の
診

療
喪
未
抑
が
あ
り
半
、
牧
合
を
冗
令
に
徴

｝

牧

し
な
け
れ
ば
支
挑
が
川
来
な
い
填
塘

に

つ

き
此
の
際
巳
川
滞
納
分
4
．
’
パ
入
し

；

國
民
健
康
保
険
條
例
の
施
行
を
一
時

　
46

止
す
る
條
例

祉

W
保
障
制
度
の
一
つ
と
し
て
去
る
二

［

◎

農
業
だ
よ
り

一

水
稻
　
”
．
バ
水
期
、
昔
か
ら
落
水
は
被
岸

・

前
後
と
云
は
れ
て
蛤
つ
た
が
’
現
在
は

品
種
改
良
其
の
他
の
農
業
汲
達
に
っ
れ

「
被
岸
前

後
で

は

落
水
が
早
く
宜
入
が
悪

1
い
の

で
出

穂
後
二
五
日
大
体
十
月
上
句

一

ま
で
灌
水
す
る

病

虫
害
防
除

豊
年
を
r
想
さ
れ
る
．
た
け
あ
ら
ゆ
う
而

一

に
問
題
が
多
く
特
に
稻
愁
病
n
草
帖
恒

は

以

0
5
の
警
報
の
通
り
八
斗
式
石
友
三

倍
鯖
ボ
ル
ド
ウ
借
η
へ
は
銅
製
州
の
服
布

そ
れ
と
コ
戸
ノ
メ
イ
が
葉
小
怜
秋
n
白
耶
ナ

の

防
除

を
貧
ね
t
D
D
T
W
剤
を
川
合

止
せ
る
も
の
で
あ
る
　
　
　
　
　
　
　
．

臥

付
長
の
事
決
虚
分
惇
項
指
定
の
件

　
議

介
の
樒
限
に
屈
す
る
幌
易
な
る
4

　
項
で

村
長
が
専
決
虞
分
に
す
る
N
と

　
が
で

き
る
市
項
を
指
定
し
た
も
の
で

　
あ
る

6
そ
　
の
　
他

　
村
挽
賦
課
徴
牧
條
例
、
歳
入
歳
出
追

　
加
更
正
予
1
5
、
二
十
四
皐
度
一
般
介

　
計
決
算
及
び
4
9
別
介
計
決
算
並
に
一

　
般
命
計
よ
0
特
別
仰
計
へ
一
時
流
用

　
の

件
が
議
W
伏
さ
れ
た

し
て
撒
布
も
良
く
か
え
つ
て
撒
布
の
努

力
が
W
減
出
來
る

水
川

別
病

気

線
虫
心
枯
病
に
つ
い
て

．

し
た
病

徴

と
し
て
出
稽
前
后
に
ひ
ど
く
葉
先

　
一
寸
ぐ
ら
い
が
枯
れ
て
く
る
牧
量
に
も

川
常
に

影
響
し
ま
す
が
現
在
の
斯
防
除

法
が
な
い
の
で
今
で
自
分
の
水
田
を
調

査

し
て
無
病
地
よ
り
種
乎
用
は
探
種
す

る
牡
に
無
動
地
次
き
び
は
來
年
播
種
前

に

水

に

一
－
－
け
夜
浸
水
し
拙
氏
五
二
度
の

．
御
湯
で
十
分
間
浸
潰
し
父
冷
水
に
入
れ

一

る
と
殺
虫
が
出
巫
病
気
が
寝
生
し
な
い

一

栗
の
追
肥
土
寄

砕

業
五
ケ
年
評
画
に
盛
ら
れ
た
一
換

と
ー
て
無
畜
農
家
の
解
滑
を
目
途
と

し
日
資
金
k
よ
ウ
仔
畜
を
購
人
乙
れ

を
個
人
に
五
ケ
年
の
鋤
限
を
以
て
貸

付

打

畜
二
川
を
生
済
村
く
納
付
し
た

も
の
に
つ
い
て
は
期
限
油
了
後
本
人

へ
無
償
譲
渡
す
る
規
定
て
本
年
度
は

r
算
の
開
係
も
あ
0
差
常
牝
牛
約
十

唄
を
構
入
t
；
’
　
t
　
t
e
る
汁
品
と
な
つ
て

い
る

一儂
曇
藁
に
は
婆
人
糞
尿
の
少
鼠

の

追

肥

と
土
寄
を
W
ふ
、
追
肥
の
R
が

多
渦
き
る
と
占
立
の
心
配
が
あ
る

葱

川

の

揺
稲

揺

挿
い
，
週
期
芭
現
存
が
な
つ
て
お
う
九

月
中
に
終
る
札
匡
醇
性
土
壊
と
乾
燥
が

埜
物

な
る
故
床
に
百
次
又
は
木
次
を
布

ら
f
は
播
柿
十
臼
前
位
に
準
棚
す
ぺ
き

L
，
J
あ
る
、
疲
芽
孕
揃
川
へ
る
爲
に
合
元
全
に

濯
水
し
縫
才
す
る
ま
で
‥
☆
で
覆
を
し
て

ボ
く菜
葎
の
搭
領

移
榊
川
の
播
　
挿
は
芦
’
ぐ
　
般
に
厚
揺
に

な
b
が
ち
て
蒲
川
ケ
る
こ
ご

許
．
咀
寂
ば
憎
は
十
7
1
卜
句
ま
で
に

．磁幽蛎⊂とピ臨P、
、1｛‘

ノQ　　
　
u
ー
　
－
＾
r
M
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．

t

三
、
本
計
轟
の
目
標
　
　
　
「

　
本

村
O
六
七
八
町
三
反
八
酩
の
土
地
i

　
を
諸
秒
の
條
件
に
照
杉
艮
も
有
効
に
一

　
経
沓
し
安
定
自
立
の
紳
歯
体
制
を
砿

　
立
す
る
n
J
」
」
を
目
標
と
し
て
ゐ
る
o
　
一

　

N
れ
は
昭
相
二
十
五
ポ
度
を
初
年
壁
一

と
し
、
昭
和
1
I
K
e
を
以
て
絡
る
］

　

も
　
第
［
X
五
ケ
年
計
尚
で
あ
つ
て

　
’
引
績
き
第
二
次
五
ケ
阜
計
満
を
樹

　
立
す

べ

き
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
一

之

を
各
部
門
別
に
辿
ぶ
れ
ば
　
　
　
　
・

二
農
業
　
　
　
　
　
　
　

　
麗

業

振
興
の

基
本

方
針
は

七
千
五
百
一

　
名
の

人

口
が
ぷ
打
さ
れ
る
事
を
前
提
「

　
と
し
p
．
此
の
人
口
に
必
要
な
主
妥
一

　
食
糧
の
作
産
を
維
拍
出
求
る
最
小
限
一

　

の
、
面
百
．
、
バ
パ
恒
物
の
己
培
扁
6
1

　
と
し
ー
、
残
余
い
面
積
ほ
封
し
最
も
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

蕊
鵠
醒
織
諸
舗
報
酬

：

劉
副
機
詰
巽
蕊
麟
已

　
上

杉
計
り
現
在
よ
り
二
割
の
増
産
を

　
目
橡
と
す
る
。

臥

茶
に

つ

い

て
は
氣
象
的
條
件
か
ら
し

睡
強
鞭
つ
い
て
施
料
供
給
塑
蒜
草
に
つ
三
の
曇
篇
は

て
’
本
村
に
最
も
池
常
し
た
作
物
で

あ
る
。
之
は
縣
下
各
地
に
於
い
て
田

代

茶
の
埠

聾

を
搬
揮
し
つ
、
あ
る
事

に
よ
つ
て
も
實
証
さ
れ
る
庭
で
あ
る

現
在
既
皮

園
二
〇
町
歩
新
植
園
五
町

歩
で
あ
る
が
．
之
が
有
効
的
に
肥
裁

符
理
が
行
な
は
れ
v
い
る
の
は
約
十

町
歩
で
b
る
。

繁
㍊

聯
獣
蕊
篭
劇
竺

　

に
、
五
五
町
歩
の
而
積
及
び
製
茶
二

　
万
貫

を
確
保
す
る
事
を
目
棚
と
し
て

　
い
る
o

翫
養

蚕
は

第
一
次
大
興
後
は
盛
に
行
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　

は
れ
桑
園
一
二
〇
町
ル
を
確
保
し
て

　
い
た

時
代

も
あ
つ
カ
が
、
現
在
僅
か

　
g
l
町
歩

余
h
に
過
ぎ
な
い
状
態
で

あ

る
。
最
近
見
返
ハ
物
賓
と
し
て
叉

自
巾
貿
易
を
見
越
し
て
其
の
需
要
は
・

増
加

し
つ
、
あ
る
の
で
’
女
世
啓
叉

は
農
業
仕
事
に
不
向
な
世
帯
に
最
も

適
常

し
た
9
1
金
牧
入
の
方
法
と
し
て

奨
働
し
．
，
架
園
二
五
町
歩
蚕
繭
一
六

計
満
　
績
・
一

　
　
ゐ

た

が
、
戦
時
中
食
糧
増
産
の
爲
間

　
　
積
が

宿
少
さ
れ
’
現
在
わ
つ
か
一
川

　
　
歩

ぶ

艮

と
な
つ
て
ゐ
る
状
態
C
あ
る

　
　
之

は

栽
培
容

易
に
し
エ
、
収
益
多
く

　
　
’
換
金
作
物
と
し
て
5
1
も
良
き
作
物

　
　

で
’
叱
地
力
豊
ぽ
に
し
て
風
の
強
く

　
　

な
い
庭
を
選
定
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な

　
　

S
o

昭

和
二
十
九

年
度
ま
で
血
積
l

　
　

O
町

歩
、
製
品
三
五
〇
〇
貫
乍
確
保

　
　
す
る
乙
と
を
目
腺
と
す
る
。
’
　
一

　
ふ
菜

穂
子
本
村
の
劫
地
は
山
間
に
散
在
一

　
　
し
，
灘
田
多
く
て
饗
栽
培
に
不
適
當
一

　
　
な
土
地
が
多
く
．
冬
期
休
閑
地
が
　
一

　
　

多
く
て
委
を
栽
培
し
て
も
降
雨
日
数

　
　
多
き
篶
相
産
容
易
な
ら
ず
．
村
内
竺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　

給
蜘
程
度
以
外
は
，
朱
狐
子
に
切
換
へ

　
　
る
g
が
口
碇
・
も
・
良
い
ご
工
弗
へ
．
b
れ
る
の
一

　
　
で
・
　
s
（
　
m
e
子
栽
培
を
敬
脚
し
，
昭
和
［

　
　
二
九

年

ま
て
に
而
ぴ
｝
五
O
E
k
t
i
　
i

　
　
種

子
一
五
〇
〇
石
を
確
保
す
る
Z
と

　
　

を
目
標
ピ
し
て
ゐ
y
t
O
　
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
煙
一

　
　
草
耕
作
組
合
に
一
任
し
・
昭
和
二
＋
「

　
　
九
年
度
耕
作
面
頼
を
六
〇
町
渉
、
生

　
　
蔽

量

を
＝
一
万
庇
を
目
標
と
し
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
る
Q

　
ち

畜
産
は

從
來
馬
が
多
く
、
牛
が
少
な

　
　
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
馬
は
減

　
　
少
し
，
牛
が
非
常
に
多
く
な
つ
て
來
つ

　
　

A
あ
る
が
’
近
來
青
年
側
の
間
に
馬
一

　
　
の

瑠
産

鷺
欲
が
旧
盛
に
な
ウ
〔
、
、
あ
一

　
　
る
こ
と
は
、
誠
に
喜
ば
し
き
境
象
で
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
あ
る
。
本
村
は
天
然
飼
料
に
．
i
i
s
f
f
g
1

　
　
、
氣
候
そ
の
他
の
條
件
よ
＿
h
し
“
も
一

　
　
、
最
も
垣
プ
　
剋
鰭
ー
ア
i
川
で
あ
る
一

　
　
農
業
纏
社
上
か
ら
も
、
從
紮
提
某
に
一

　
　

は
、
必
ず
家
畜
が
必
妥
で
あ
o
〆
口

　
　
は
れ

て
居
た
が
、
生
産
努
力
の
6
1
約

　
　
、
厩
肥
の
揮
産
、
農
業
副
淀
物
の
的
一

　
　
件

産
、
動
物
件
蛋
n
n
給
源
と
し
て

　
　
、
今
後
〃
6
5
芙
ぴ
螢
ぱ
、
☆
瓦
本
位

　
　
の
肝
文
紳
控
μ
、
な
け
れ
は
な
・
方
．
い
　
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　　
鵠緊
間
誤
徊
が
九
九
三
土

　
　
に

し
て
無
宏
畜
農
万
，
　
i
‘
i
　
i
も
ゐ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ユ
ト
　
　

　
　

状
態
で
あ
る
。
惰
水
・
戸
牛
均
二
凱

　
　

を
目
棚
ピ
す
る
も
，
戸
和
二
九
年
援

　
　

迄

頭

U
一
五
、
］
∩
川
亭
々
の
生
産
坦
一

　
　
扱

を
現
什
の
二
倍
と

　
目
　
　
す
る
〇

二
、
孝
一
は
本
け
産
柔
甲
最
も
亟
要
塚

　
も
山
で
あ
筍
が
、
戦
時
戦
後
の
山
戊

　
の

結
暴
現
右
荒
捷
地
と
－
－
て
六
□

　
町

ル
が
才
柏
朴
の
ヨ
、
放
來
し
f
あ

　

乙
臥
態
㍗
あ
O
o

　
現
μ
に

あ

い

y
も
年
々
仲
k
旦
い
上

　
の

辻
伐

が
行

な
は
れ
て
ゐ
る
。
代
採

　
木
は

月
内
で
約
五
剖
は
素
材
の
え
、

　
移
出
さ
れ
T
ゐ
る
か
態
で
，
植
林
K

　
蛤

い

て
1
5
人
工
植
林
と
し
て
松
、
杉

　
’
槍
で
’
天
然
造
林
こ
し
て
は
　
街

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　

0
昔
な
が
s
の
林
業
が
行
な
は
れ
て

　
ゐ

る
む
ム
コ
な
は
　
る
び
む
　
と
な
ハ
に
ち

h

繊
鶴
竃
籔

　
北ハ

に
年
々
代
採
さ
れ
る
五
五
町
歩
を

　
此

の
期

則
に
’
完
奈
に
杣
林
す
る
r
”

　
を
ロ
　
と
す
る
む

か

躍
璃
鵜
薩
繍
徽
総

　

行
可
能
な
る
計
画

　
で
あ
る
。

あ
投
施

計

川
束
定
に
富
う
て
は
’
廣
く

　
目
民
の
眺
を
聞
き
．
け
富
局
の
み
の

　
計

古

で
な
く
、
村
民
の
計
1
1
洞
て
な
け

　
れ
ば
な
ら
f
f
　
S
o
＋
　
＿
“
　
“

●
辛
る
乙
と
一
当
お
知
創
剰
い
，
；
当
、
，

　

◎
，
傍
聴
席
よ
り

　
八

川
の
定
伽
命
H
晶
去
る
八
’
月
二
四
日

招

基

さ
れ
た
。
新
装
侯
つ
た
ぬ
“
堂
K
一

お

い

て
始
め
て
の
議
合
口
で
あ
．
。
不
断
一

シ

ユ

ロ

を
値
’
，
止
ま
せ
う

　
　
　
稲
を
集
め
ま
せ
う

　　火
　十
ap月災

國八予

一 1防
齊‡週

　四間
　　日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

×
×
×
×
×
×
X
×
×
×
×
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
t
l
K
　
L
勇
敢
な
議
員
の
面
々
も
祠
妙
に
拒
え
て

岩
、
、
”
t
て
の
ま
が
2
ど
x
l
　
l
l
］
i
ゐ
・
か
ね
あ
書
の
ふ
ん
い
き
L
）
比
i
道
路
品
評
會

　

柄
郡
子
了
プ
パ
シ
イ
等
を
原
木
と

　

し
て
、
人
コ
栽
培
を
な
し
．
櫟
の
柏

　

林

を
行
ひ
．
二
九
年
度
ま
で
g
、
柏

　
茸
七
土
C
O
貝
と
櫟
の
柚
赫
五
玉
町

　

歩
を
目
標
と
す
る
。

弧
抽杯
川
仙

を
i
o
o
o
本
　
租
へ
て
居
れ
ぱ

’

五

人
家
放
は
食
つ
て
行
け
る
と
言
は

　

れ
て
ゐ
る
。

　

綜
据
は

陛
畔
宅
地
の
周
固
、
山
間
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
”

し
て
妙
に
そ
よ
！
ー
し
い

　

定
．
刻
少
し
■
く
れ
て
議
長
聞
議
官
告
一

戸酬

繋
鉛
竃
き
熱
一

に
タ
ト

一

然

し
や
と
意
ゼ
ま
か
せ
ず
新
枕
法
實

施
に
件
う
村
税
凧
讃
微
牧
條
例
の
部
厚
一

な
書
物
？
　
に
早
く
も
前
途
程
遠
し
ご

一
考
え
＋
l
か
ー

一
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